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が同行しています．緒方惟準から武谷祐之に宛て

た書簡は次のようなものです．

「拝啓，尓来御疎音多罪々々，平二御海容可被下

候，

時下大暑之砌高台御惣容様益御壮健被為在奉恐

賀候

陳は迂生西部検閲被仰付候，就ては不日貴地方

え罷出候間，

其節御青眉御清話承度楽居候，

凡ハ来月廿四五日頃福岡着之心得御座候，

先右御無音之御詫旁暑中御伺迄，早々如此御座

候，謹言

八月三日　緒方惟準　拝具

竹谷老大人　玉机下

尚々恐入候得共，赤星住処不知二付，同人え御

緒方惟準が適塾門下生である福岡藩医 

武谷祐之（椋亭）に宛てた書簡 

（明治 16年 8月 3日）

筑前福岡藩医武谷祐之（椋亭）は，天保 14年

（1843）に適塾に入門しています．帰藩後は藩主

黒田長溥に医学校設立を進言，慶応 3年（1867）

に設立された福岡藩医学校「賛生館」の初代頭取

になっています．この武谷家には，緒方洪庵から

の書簡が 21通，緒方郁蔵（研堂）からの書簡が

1通，緒方拙斎からの書簡が 2通，そして緒方惟

準からの 1通の書簡が残っています．これらは全

て福岡県立図書館に寄託してあります．緒方惟準

と武谷家の関係は，武谷祐之が適塾の門下生であ

るだけでなく，緒方惟準がオランダに留学した際

に，武谷祐之の婿養子で武谷家を継いだ武谷椋山

緒方惟準が武谷祐之に宛てた書簡 
（明治 16年 8月 3日）
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図 1　書簡その 1
武谷道彦氏（武谷椋亭の直系の玄孫）所有，福岡県立図書館に寄託してあるもの（複写）
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面会之節，来ル九月廿四五日頃小生福岡え罷出

候旨御申伝願上候也」

（大意）ご無沙汰してしまい御許し下さい．お暑

い折皆様お健やかで喜ばしい事です．私事西部

検閲を仰せ付けられ，間もなくそちらへ行きま

すので，その節お逢いして御話するのを楽しみ

にしています．来月廿四五日頃福岡着のつもり

です．尚赤星へ御逢いの折に私の着の日取りを

お伝え下さい．（書簡の解読は斎藤美栄子先生

の御指導を仰ぎました）

文中，西部検閲を仰せ付けられとあります．中

山沃著　緒方惟準伝（以下惟準伝と略す）の 260

頁によれば「明治 16年 7月 13日西部検閲監軍部

長属員仰せ付けられ，二等軍医落合泰蔵氏と共に

同月 21日出発，広島，熊本両鎮台及び其管下を

巡回し，同月 10月 18日帰京す」とあります．こ

の西部検閲の途中に 9月 24日，25日頃福岡に着

いて，武谷祐之と赤星に会って話をしたいとあり

ます．惟準伝の 63頁に「赤星とは，赤星研造の

こと．筑前藩より長崎遊学を命ぜられ，ボードイ

ンに師事，惟準らと同時期にオランダに留学，明

治三年ドイツのハインデルベルグ大学に転じ，七

年に帰国．外科に長じ，宮内省侍医を経て大学東

校の教官となり，のち仙台病院長兼附属医学長と

なる」とあります．この書簡には赤星の名前は出

てきますが，緒方惟準と共にオランダに留学した

武谷椋山の名前が出てきません．準順伝の 63頁

には，緒方惟準がオランダ留学先から池田謙斎先

生宛ての書簡の末尾にわざわざ，「竹谷〔武谷椋

山〕，赤星〔研造〕より呉々も宜敷申上被呉候申

出候」と記されている，この武谷の名前が出て来

ない理由は少し複雑です．惟準伝の 63頁には「武

谷椋山（俊三）のこと．福岡藩医原田種彦の次男

で，同藩医武谷椋亭（適塾門人）の養子となる．

長崎に遊学し，ボードインに師事し，惟準らとと

もにオランダに留学，明治三年帰国し実家に復帰

し俊三と改める．陸軍省に出仕，軍医学校附とな

り，のち大阪府病院，金沢病院に勤務した」とあ

り，福岡の武谷家の伝承では，「武谷家と縁の深

い原田家の次男で，学才があった原田椋山が武谷

祐之の長女の敬之の婿養子となって武谷家を継ぎ

ました．ただ，椋山は，福岡藩の官費でのオラン

ダ留学中に放蕩して福岡に帰ること叶わず（後に

祐之から離縁される），金沢藩医学館に赴任する

オランダ人医師スロイスの通詞として帰国したと

の事です．

この書簡で，私が気付いた箇所がありますので

記述いたします．

図 2　書簡その 2
武谷道彦氏（武谷椋亭の直系の玄孫）所有，福岡県立図書館に寄託してあるもの（複写）
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図 4は封筒の表書きです．筑前国鞍手郡高野村　

武谷祐之様　平安拝答とあります．

図 5は封筒の裏書きです．東京都神田区猿楽町

弐丁目五番地　緒方惟準　八月四日午前とありま

す．

消印は東京・16・8・4・二便　二銭切手一枚が

貼ってあり，切手の色は，桔梗色では無く赤色で

ありまして，明治 16年 8月 4日東京郵便局が受

け付けたものに間違いありません．

ところが，惟準伝の 260頁にはこのような記述

があります．同年〔明治十六〕七月十三日，日本

薬局方編纂委員仰せ附けられ，爾後内務省に於い

て聞く所の編纂会議に列席す．是れ本邦未曾有の

事業にして会議も亦意の如く捗取らざるは，実に

やむを得ざるの次第なりし．同月同日，西部検閲

監軍部長属員仰せ附けられ，二等軍医落合泰蔵氏

と共に，同月二十一日出発，広島，熊本両鎮台及

び其管下を巡回し，同年十月十八日帰京すとあり

ます．同年七月十三日，同月同日，同月二十一日

出発，広島とありますので，この同月は全て七月

という事になりますが，惟準先生がこの書簡をし

たためられた八月三日，四日は東京におられたわ

けですから，出発の日は七月二十一日ではなく，

八月二十一日という事になります．では，どうし

て，こういう記述違いが起きたかというと，私の

図 3　武谷祐之（椋亭）
文政 3年（1820）～明治 27年（1894） 

武谷道彦氏（武谷椋亭の直系の玄孫）所有

図 4　封筒の表書き
武谷道彦氏（武谷椋亭の直系の玄孫）所有， 
福岡県立図書館に寄託してあるもの（複写）

図 5　封筒の裏書き
武谷道彦氏（武谷椋亭の直系の玄孫）所有， 
福岡県立図書館に寄託してあるもの（複写）
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最後にあたり，今回の書簡を提供いただいた武

谷道彦先生（武谷祐之の直系の玄孫），御指導を

いただいた武谷峻一様（九州大学名誉教授・武谷

祐之の玄孫），書簡の解読の御指導をいただいた

斎藤美栄子先生（日本医史学会会員）に深く感謝

いたします．

参考ならびに引用図書

中山沃．緒方惟準伝―緒方家の人々とその周辺―．
思文閣出版（引用箇所は文中に記載）

推測ですが，同じという意味の〃と八の字のくず

し字は非常に似かよっていて，書きようによって

は区別がつかない位です．八と同の読み間違いと

思われます．

附　記

緒方惟準のオランダ留学の時期に関しては様々

な記述があるが，緒方惟準伝（中山沃著，思文閣

出版）には，慶応 3年（1867）5月中旬長崎出発，

オランダのユトレヒトの陸軍軍医学校に入学，慶

応 4年（1868）6月 20日帰国（横浜着）とある．


